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白
しら

糸
いと

の滝があり、きれい

な水がいきおいよく流れて

いる川を知っていますか？

「芝
しば

川
かわ

」です。芝川のひみ

つを探
さぐ

ってみましょう。 

 

 

 

 

ひみつ１  芝
しば

川
かわ

は、どこからどこへ流れているの？ 

芝川は、富士宮市の西側を北から南に流れる長さ約23kmの川です。猪
い

之
の

頭
かしら

をみなもとに、西の天
てん

子
し

山地から流れる水や猪之頭や「白糸の滝」の湧
わ

き水を集め、途中で大
おお

倉
くら

川
がわ

が合
ごう

流
りゅう

し、場所によって

は深い谷をつくりながら、上
うえ

野
の

、柚
ゆ

野
の

、芝
しば

富
とみ

の各地区を流れ、富士川にそそいでいます。上流の白糸

地区には、「白糸の滝」と「音
おと

止
ど

めの滝」があります。芝川は、昔は芝
しば

瀬
せ

川
がわ

、あるいは真
ま

柴
しば

川
かわ

とも呼ば

れ、富士宮市と合
がっ

併
ぺい

する前の旧芝川町の名のもとになりました。 

芝川の上流では、すきとおったきれいな水がいきおいよ

く、たくさん流れています。昔の人々は、この豊
ほう

富
ふ

な水

を生活や農業のための用水や水力を利用した発
はつ

電
でん

、ある

いはニジマスなどの養
よう

鱒
そん

やわさびの栽
さい

培
ばい

など、さまざま

なことに利用してきました。（ひみつ２）また、「芝川の

り」と呼ばれる川のり（ひみつ３）が、昔は多くとれ、

富士宮の特
とく

産
さん

品
ひん

として有名でした。柚野のあたりの川の

石には、静岡県の天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

の「ポットホール（甌
おう

穴
けつ

）」

（ひみつ４）があります。芝川のりやポットホールは、

どのような川にできるのでしょうか。 

猪之頭の湧き水 
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ひみつ２  芝川の水は、どのように利用されてきたの？ 

昔の人々は、豊富な芝川の水をどのように利用する

のかを考えてきました。たいへんな努力を払い、北
きた

山
やま

用
よう

水
すい

など数多くの用水をつくって芝川の水を引き、生

活や農業のために利用しました。（第 17 号「用水の

ひみつ」） 

急な流れは、

水の力を利用

した発電にも

使われるよう

になり、西
にし

山
やま

発
はつ

電
でん

所
しょ

など、

明
めい

治
じ

時代から

何か所もの水力発電所がつくられました。最近では、

小水力発電所もつくられています。（第 28-3 号「小

水力発電 富士宮市 日本一のひみつ」） 

芝川は、水を多く必要とする和紙や洋紙づくりなど

の製
せい

紙
し

業
ぎょう

にも利用されてきました。和紙では、江
え

戸
ど

時代に駿
する

河
が

半
はん

紙
し

の産
さん

地
ち

として知られていました。（第

26 号「駿河半紙のひみつ」）洋紙では、明治 31 年

（1890）に四
よっ

日
か

市
いち

製
せい

紙
し

芝川工場（現エフテックス東

海工場芝川製
せい

造
ぞう

所
じょ

）が創
そう

業
ぎょう

しています。 

富士宮市は日本一のニジマス生産地です。ニジマス

の養殖が本格的に行われるようになったのは大正時

代のころです。現在は静岡県水
すい

産
さん

技
ぎ

術
じゅつ

研
けん

究
きゅう

所
じょ

富
ふ

士
じ

養
よう

鱒
そん

場
じょう

をはじめとして、芝川の上流から中流にかけ

ていくつかの養鱒場があります。ヤマメ、アマゴ、ニ

ジマスなどが放
ほう

流
りゅう

されていて、渓
けい

流
りゅう

釣
づ

りが楽しめ

ます。（第25号「ニジマスのひみつ」） 

猪之頭には

わさび田もあ

ります。わさ

びは、水温の

低いきれいな

水が豊富な場所に育ちます。わさび田も大正時代のころからつ

くられ始めました。わさびと言えば伊
い

豆
ず

が有名ですが、昭和 33 年（1958）の狩
か

野
の

川
がわ

台
たい

風
ふう

により伊豆

のわさび田が大きな被
ひ

害
がい

を受けてから猪之頭のわさび田が注
ちゅう

目
もく

されるようになりました。一時はわさ

び田の総
そう

面
めん

積
せき

は約５haありましたが、しだいに少なくなっています。 

西山発電所 
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ひみつ３  まぼろしの「芝川のり」とは？ 

川
かわ

底
ぞこ

の石につくのが「芝川のり」です。太平洋にそそぐ、流

れが速
はや

く、きれいな川でしか育たない藻
も

の一
いっ

種
しゅ

で、「川のり」

とよばれるめずらしいものです。香
かお

りがよく、味は甘みがあっ

て、酢
す

の物やお吸
す

い物、お茶
ちゃ

漬
づ

けなどに使われました。かつて

は特産品として有名でしたが、現在ではほとんどとれなくなっ

てしまい、環
かん

境
きょう

省
しょう

のレッドリストで絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

種
しゅ

（なくなって

しまうおそれのあるもの）に指
し

定
てい

されています。 

芝川のりの歴史は古く、鎌
かま

倉
くら

時代、身
み

延
のぶ

にいた日
にち

蓮
れん

聖
しょう

人
にん

に

上野の南
なん

条
じょう

時
とき

光
みつ

が「河
かわ

（川）のり」をおくっています。室
むろ

町
まち

時代には足
あし

利
かが

将
しょう

軍
ぐん

にも献
けん

上
じょう

（おくる

こと）された記
き

録
ろく

が残っています。江戸時代にもっともさかんにとっていたようで、半
はん

野
の

村
むら

では毎年

1,000枚（のちに300枚）を幕
ばく

府
ふ

に献上していました。秋の終わりから冬のはじめにかけて川に入り、

石からかき集めたものをよく洗い、包
ほう

丁
ちょう

で細かく切ってから茅
ち

萱
がや

ゴザに定
じょう

木
ぎ

をあててつけます。こ

れを天
てん

日
ぴ

で乾
かわ

かしてから針
はり

で混
ま

じり物を掘
ほ

って取り、三
さん

尺
じゃく

×一
いっ

尺
しゃく

（約１m×33㎝）の大きさに切り、

白
しら

木
き

の箱に納
おさ

めて献
けん

上
じょう

品
ひん

としました。 

明
めい

治
じ

時代になり、誰でも自由に川のりをとれるようになり、明治の

中
なか

頃
ごろ

から急に少なくなってしまいました。それでも明治16年（1883）

ごろには、59貫
かん

（約210kg）ほどとれました。昭和20年代には、年

間 5,000 枚（1 枚は 40 ㎝×27 ㎝）ほど生産されていたそうですが、

水の汚れや川
かわ

岸
ぎし

の工事などの影
えい

響
きょう

で昭和30年（1955）ごろを境
さかい

に

急にとれなくなりました。昭和30年代まで芝川駅前の店で「特
とく

産
さん

芝
しば

川
かわ

海
の

苔
り

販
はん

売
ばい

」という看
かん

板
ばん

が出ていたそうですが、いつのまにかなくな

りました。昭和 56 年（1981）ごろ、芝川のりは数百枚しかとれず、

１枚 800 円したそうで、市内の料
りょう

亭
てい

や白糸の滝の食
しょく

堂
どう

などでお目

にかかる程
てい

度
ど

でした。芝川のりは、ますます珍
めずら

しいものとなってし

まい、平成２年（1990）ころで 1 枚 1,000 円、平成 22 年（2010）

ころで2,500円もしたそうです。それ以
い

後
ご

も芝川の上流でわずかにと

っていましたが、生産者の高
こう

齢
れい

化
か

でとれなくなり、まぼろしの「芝川のり」となってしまいました。 

富士宮市では、フードバレー推
すい

進
しん

事
じ

業
ぎょう

のひとつとして、こ

の芝川のりを地
ち

域
いき

の特産品として復
ふっ

活
かつ

させようと、専
せん

門
もん

家
か

と

調
ちょう

査
さ

を行ってきました。それによると、のりができる条
じょう

件
けん

は、水温が１年を通して 8～15℃と低いこと、流れの速さが

秒
びょう

速
そく

0.5ｍ以上であり、特に秒速 1～1.5ｍでよく成
せい

長
ちょう

する

こと、日
ひ

当
あた

りのよいこと、水
すい

深
しん

30ｃｍ以下であることなどが

分かっています。また、地
じ

元
もと

の白糸小学校では、総
そう

合
ごう

的
てき

な学
がく

習
しゅう

の時間「富士山学習」で、芝川のりの養
よう

殖
しょく

について学び、

校内を流れる水
すい

路
ろ

を使って養殖実
じっ

験
けん

を続けています。 

「岳南朝日新聞」 

昭和38年（1963）10月13日 
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      富士宮市にもダムがある！ 

 芝川の上流は水の量が多く、流れが急で曲がりくねっているた 

め、たくさんの雨が降ると洪
こう

水
ずい

がおきたり、土
ど

砂
しゃ

や石が流されて 

きたりして、地
ち

域
いき

の人たちは長い間、多くの被
ひ

害
がい

を受けてきまし 

た。そこで、これを防
ふせ

ぐため、芝川の水が決まった量をこえたと 

き、西を流れる大
おお

倉
くら

川
がわ

へ水を逃がすための水
すい

路
ろ

をつくり、ダムを 

つくりました。それが半野地区にある「大倉川農
のう

地
ち

防
ぼう

災
さい

ダム（大 

倉ダム）」です。 

ひみつ４  柚
ゆ

野
の

橋
ばし

のあたりに見られる穴の開いた岩は？ 

柚野地区の柚野橋から、川の石にいくつもの

丸いくぼみが見られます。これは「ポットホー

ル（甌
おう

穴
けつ

）」と呼ばれているもので、昔の芝川

の流れのはげしさを知ることができます。柚野

橋から上流のポットホールは、静岡県の天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

になっています。 

芝川は、富士山の噴
ふん

火
か

で溶
よう

岩
がん

が流れ込
こ

んだた

め、ところ

どころで溶

岩が川底から盛
も

りあがっています。その岩のくぼみに落ちた小石が、

急
きゅう

流
りゅう

のためにできるうずまきによってくるくる回され、長い年月を

かけて岩をけずりました。穴は、しだいに深くなり、今のようなポッ

トホールができました。 

 

『第35号・芝川のひみつ』は、次の資料
し り ょ う

を参考
さんこう

にして作りました。 

  1 『芝川町誌』 芝川町 1973  

  2 「芝川のりについて」 佐藤典子/ 『かわのり』 第２号 1974 

  3 『富士川-その風土と文化-』 遠藤秀男/静岡新聞社 1981 

  4 『定本 富士川』 郷土出版社 2002 

  5 「広報ふじのみや」 2018 12月号 / 2019 2月号 

  6 「朝日新聞」 2020 10.18朝刊 

  7 『しばかわ-小学校社会科副読本-』 芝川町教育委員会 2003 

  8 『ふじのみや-小学校社会科地域学習資料-』 富士宮市教育委員会 2020 

  9 『富士宮-中学校社会科地域学習資料-』 富士宮市教育委員会 2021 

10 『歩く博物館ガイドﾌﾞック 改訂版』 富士宮市教育委員会 2020  
 

「ブックちゃんのふじのみや探検」 

第3号「富士山の湧き水のひみつ」 

第30号「富士山からの水の恵み」 

も見てね。 

まめ知識 


